
【岐阜女子大学】メタデータ記述用紙 

 メタデータ項目 メタデータ記述欄 

１ ID  

２ 表題名 平和への願い 

３ 資料名 ひめゆりの塔・ひめゆり祈念資料館 

４ 内容分類 郷土・歴史 

５ 索引語 沖縄戦、復帰 50 年、平和学習、ひめゆりの塔、ひめゆり学徒 

６ 説明 

ひめゆりの塔は、沖縄戦末期、米軍のガス弾攻撃によって亡くなった多く

のひめゆり学徒や陸軍病院関係者を弔うため、1946 年 4 月 5 日、真和志村民

らによって伊原第三外科壕の上に建てられた慰霊碑である。 

「ひめゆり」の名前の由来は、当時沖縄県立第一高等女学校が「乙姫」、

沖縄模範学校女子部が「白百合」と名付けられていたことから、その両方の

名前を合わせて「姫百合」となった。その後、戦後になってひらがなで「し

らゆり」となったと伝えられている。 

1983 年 1 月、ひめゆり学徒隊に関する資料を保管・展示し、戦争の悲惨さ

を後生に伝えるため、元ひめゆり学徒隊(団法人沖縄県女師・一高女ひめゆ

り同窓会)は、資料館建設期成会を設置した。その後 1989 年 6 月 23 日、ひ

めゆりの塔の隣地に「ひめゆり平和祈念資料館」が開館した。 

館内には 6 つの展示室と多目的ホールがあり、平和で希望に満ちた学生生

活の様子や、そこから一変して戦争に巻き込まれたひめゆりの学生たちの様

子や証言を写真や映像とともに見学することが出来る。 

また、資料館には戦争によって焼け焦げてしまった当時の生徒の持ち物や

医療器具なども展示されており、どれほど恐ろしく、そしていかに一般市民

を巻き込んだ戦争であったのかを知ることが出来る。 

７ 形式 静止画（jpg） 

８ 氏名 撮影者：****** 

９ 時代・年 撮影日：2020/7/3 

１０ 地域・場所 沖縄県糸満市字伊原 671－1 

１１ 利用条件 表示 4.0 国際 (CC BY 4.0)で提供 

１２ 関連資料  

１３ 権利者 岐阜女子大学 

１４ 協力者  

１５ 登録日 2022/11/11 

１６ 登録者 與那嶺優花 

１７ ファクトデータ circd091i-0028.jpg 

１８ サムネイル 

 

１９ 公開の可否 公開可 

２０ ＊特色 

【ひめゆりの塔】 

・建立から 2 日後の 1946年 4 月 7 日に第 1 回慰霊祭がとり行われ 9 日には

摩文仁に男子学徒を祀る「健児の塔」も建立し、魂魄の塔(戦後初の慰霊



の塔)・ひめゆりの塔・健児の塔と合わせて平和を希求する 3 つの慰霊の

塔とした。(ひめゆり平和祈念資料館公式ホームページより抜粋) 

 

【ひめゆり平和祈念資料館】 

・ひめゆり平和祈念資料館は、戦争体験者が年々少なくなっていく中、若い

世代に戦争の実態をより分かりやすく伝えるために、2004(平成 16）年 4

月、全面的な展示改装を行い、さらに平和への思いを未来へつないでいく

ために「平和の広場」を増築。(ひめゆり平和祈念資料館公式ホームペー

ジより抜粋) また、資料館の玄関は母校である女師・一高女を模して造ら

れている。 

・第四展示室は沖縄戦で亡くなったひめゆり学徒と教師の鎮魂の空間となっ

ている。壁面にかけられた 200 余名の犠牲者の遺影には一人ひとりの生き

た証としてその人の性格や戦争によって奪われた命の詳細が事細かに記載

されている。 他にも、生存者の証言本を読むことができるなど貴重な資

料を見ることができる。 

・ひめゆり平和祈念資料館は、５つの展示室の後に「平和の広場」が増設さ

れており、資料館を見学した後、今の平和に深い感謝の念を示し、自分た

ちに何ができるのかを考え話し合う場が設けられている。 

・1953 年には「ひめゆり学徒隊」の悲劇を描いた戦争映画「ひめゆりの塔」

が公開された。普通の学生たちが戦争に巻き込まれる恐ろしさが表現され

た映画となっている。 

 

・慰霊碑へ参拝する際、ユリの花のレリーフがあしらわれたひめゆりの塔の

慰霊碑に注目しがちだが、実際のひめゆりの塔は小さく、慰霊碑のすぐ脇

にある。また、門前に花を販売しているため、献花することもできる。 

２１ ＊活用支援  

２２ ＊利用分野 教育、生涯学習、地域学習、平和学習 

２３ ＊改善結果  

２４ ＊処理プロセス  

２５ 機関外リンク情報  

２６ 目標  

２７ 紹介  
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